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口

井

尚

今
月
は
、
船
舶
砲
兵
と
し
て

南
方
を
転
戦
し
た
の
ち
広
島
で

被
爆
、
九
死
に
一
生
を
得
、
戦

後
は
被
爆
者
運
動
に
心
血
を
注

い
で
こ
ら
れ
た
庄
野
正
さ
ん

（
築
港
）
に
そ
の
戦
争
体

験
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
大
正
七
年
、
西
区
の
製

材
労
働
者
の
家
庭
の
九
人
兄
弟

姉
妹
の
第
六
子
（
三
男
）
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
高
等
小
学

校
卒
業
後
、
鉄
工
所
に
就
職
。

そ
こ
で
中
等
教
育
を
受
け
、
鋳

造
工
な
ど
を
経
て
兵
隊
検
査
に

合
格
、
昭
和
十
四
年
、
二
十
歳

で
法ほ

う

円え
ん

坂ざ
か

の
陸
軍
歩
兵
連
隊
に

入
隊
。
重
機
関
銃
な
ど
の
訓
練

を
受
け
、
同
十
六
年
十
一
月
に

満
期
除
隊
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
直
後
の
十
二
月
、

米
英
な
ど
を
相
手
に
太
平
洋
戦

争
が
勃ぼ

っ

発
。
充
員
召
集
を
受
け

て
翌
年
五
月
、
元
の
連
隊
へ
戻

り
ま
し
た
。
そ
し
て
船
舶
砲
兵

の
訓
練
を
受
け
て
広
島
の
連
隊

へ
転
属
さ
れ
、
輸
送
船
に
乗
り

込
み
、
宇う

品じ
な

港
を
出
港
し
た
の

で
す
。
以
後
二
年
半
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ビ
ル
マ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ

ャ
ワ
、
ラ
バ
ウ
ル
な
ど
南
方
各

地
を
転
戦
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
撤

退
作
戦
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

◆
敵
機
と
戦
闘
繰
り
返
す

私
の
船
舶
砲
兵
と
し
て
の
任

務
は
、
船
首
・
船
尾
・
中
央
部

に
備
わ
っ
た
野
砲
や
高
射
砲
で

船
を
守
る
こ
と
で
し
た
。
当
時

の
日
記
か
ら
そ
の
戦
闘
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
と

。

昭
和
十
七
年
十
月
三
十
日

未
明
、
ラ
バ
ウ
ル
入
港
中
に
敵

六
機
が
空
襲
を
し
か
け
る
も
猛

烈
な
砲
撃
で
応
戦
、
敵
機
は
退

却
、
味
方
損
害
な
し

同
年
十

一
月
八
日
正
午
、
エ
レ
ヴ
ェ
ン

タ
入
港
中
に
飛
来
し
た

に

猛
烈
な
砲
撃
を
浴
び
せ
る
も
撃

墜
に
は
至
ら
ず
。

そ
の
一
方
、
陸
に
上
が
れ
ば

陸
上
部
隊
の
応
援
も
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
は
饅ま

ん

頭じ
ゅ

をう

頂
け
る

楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
も
ろ
か
っ
た
輸
送
船

し
か
し
戦
況
は
次
第
に
悪

化
。
我
々
の
船
団
も
次
々
と
悲

劇
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
幸
い

私
が
乗
り
継
い
だ
三
隻
（
豊
岡

丸
、
昭し

ょ

鳳う
ほ

丸う

、
室
蘭
丸
）
は
奇

跡
的
に
生
き
延
び
た
も
の
の
、

も
と
も
と
民
間
商
業
船
を
徴
用

・
改
造
し
た
輸
送
船
は
戦
闘
に

は
適
さ
ず
、
ひ
と
た
び
攻
撃
を

受
け
る
と
あ
っ
け
な
く
沈
み
ま

し
た
。
再
び
日
記
か
ら
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
と

。

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
十

日
十
九
時
半
、
ラ
バ
ウ
ル
か
ら

パ
ラ
オ
へ
航
行
中
の
我
が
船
団

に
敵
機
来
襲
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
丸
に

爆
弾
命
中
、
大
火
災
。
我
が
昭

鳳
丸
無
事
な
る
も
敵
機
退
散
後

直
ち
に
救
助
に
向
か
い
、
翌
日

十
六
時
、
千
三
百
名
救
助
完
了

十
九
年
七
月
十
五
日
八
時
、

海
南
島
を
出
港
し
た
我
が
船
団

を
敵
潜
水
艦
が
襲
い
、
帝
竜
丸

に
魚
雷
命
中
、三
分
後
沈
没
す
。

そ
ん
な
中
、
米
軍
機
の
機
銃

掃
射
の
恐
怖
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
身
を
切
ら
れ
る
ほ
ど
辛つ

ら

か

っ
た
の
は
、
撃
沈
船
の
救
助
に

あ
た
っ
た
時
、
ひ
と
か
た
ま
り

で
浮
い
て
い
る
者
た
ち
を
優
先

す
る
た
め
、
一
人
、
二
人
と
流

さ
れ
て
い
く
兵
隊
を
見
殺
し
に

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で

し
た
。
こ
の
時
の
悲
痛
な
気
持

ち
は
六
十
数
年
後
の
今
も
胸
を

刺
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

◆
電
車
内
で
突
然
ピ
カ
ッ

昭
和
十
九
年
九
月
、
私
は
命

令
で
帰
国
。
広
島
で
船
舶
砲
兵

を
養
成
す
る
任
務
に
就つ

き
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
二
十
年
八
月
六

日
朝
、
本
隊
へ
連
絡
の
た
め
に

乗
っ
た
電
車
の
中
で
、
突
然
ピ

カ
ッ
と
強
烈
な
光
が
目
を
射
ま

し
た
。

（
つ
づ
く
）

昭
和

年
、
信
太
山
で
重
機
演

習
を
す
る
私

（
当
時

歳
）

●
交
通
科
学
博
物
館

企
画

展

日
本
縦
断
！
新
幹
線

そ

の
魅
力
を
探
る

一
月
九

日
ま
で
開
催
中
。
世
界
か
ら
も

注
目
を
集
め
る
日
本
の
新
幹
線

の
種
類
・
歴
史
・
施
設
・
設
備

・
人
な
ど
を
模
型
・
映
像
・
写

真
な
ど
で
紹
介
。
建
設
時
の

や
運
転
士
・
パ
ー
サ
ー
制

服
の
展
示
も

三
陸
鉄
道

グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

岩
手
県
の

沿
岸
部
を
走
り
、
東
日
本
大
震

災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
三

陸
鉄
道
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
販
売
し
、
売
上
全
額
を
同
鉄

道
へ
届
け
て
復
興
を
支
援

写

真
は
三
陸
鉄
道

堀
内
駅

付

近
。
駅
名
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
全
二

十
六
駅
、
車
内
放
送

な
ど

十

十
七
時
入
館
、
月
曜
休

館
（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌
火
曜

休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら
振
替
休

な
し
）
。
十
二
月
二
十
九
日

一
月
二
日
年
末
年
始
休
。
高
校

生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学

生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

ミ
ー
ト
・
ザ
・
ク
ラ

シ
ッ
ク

恒
例
の
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
指
揮
は

首
席
指
揮
者
・
藤
岡
幸さ

ち

夫お

写

真
右
（

）
、
ギ
タ

ー
は
大
阪
出
身
の
人
気
ギ
タ
リ

ス
ト
・
福
田
進
一

写
真
左
。

第
一
部
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

舞

踏
会
の
美
女

、
ロ
ド
リ
ー
ゴ

ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
協
奏
曲

。

第
二
部
は

新
春
を
飾
る
ウ
ィ

ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
！

と
題
し
、

・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
の

酒
、
女
、
歌

観
光
列
車

春
の
声

狩

常
動
曲

皇
帝
円
舞
曲

。
一
月
十
四

日
（
土
）
十
五
時
か
ら
い
ず
み

ホ
ー
ル
（
地
下
鉄

、

大
阪
城
公
園
）
で
。
一
階
四

千
円
、
二
階
三
千
円
、
学
生
二

千
円
。
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ

り
（
先
着
三
十
名
。
申
込
締
切

十
二
月
二
十
九
日
）
。

六
五

七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

冬
の
こ
ど
も

か
い

一
月
七
日（
土
）十
四
時

半

十
五
時
半
、
港
区
民
セ
ン

タ
ー
二
階

松
竹

で
人
形
劇

や
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し
い

お
は
な
し
を
用
意

年
末
年
始

休
館

十
二
月
二
十
八
日

一

月
四
日
（
返
却
ポ
ス
ト
も
利
用

不
可
）

ワ
ン
ブ
ッ
ク
ワ
ン
オ

オ
サ
カ

お
気
に
入
り
の
一
冊

を
投
票
し
、
一
番
人
気
の
あ
っ

た
絵
本
を
大
阪
市
の
一
冊
に
選

ぶ
。
投
票
期
間
は
十
二
月
二
十

七
日
ま
で

図
書
展
示

受
賞

図
書
展

十
二
月
ま
で
開
催

中
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り

六

五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

関

西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
年
末
恒
例

の
室
内
楽
演
奏
会
。
前
半
は
フ

ォ
ス
タ
ー
な
ど
懐
か
し
い
ア
メ

リ
カ
音
楽
の
数
々
、
後
半
は

・
ハ
ウ
エ
ル
編
曲
の
ガ
ー
シ
ュ

ウ
ィ
ン
や
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
・
ナ
ン
バ
ー
を
弦
楽
五
重

奏
で
。
十
二
月
二
十
日（
火
）十

五
時
半
と
十
九
時
、
オ
ー
ク
ホ

ー
ル
（
オ
ー
ク

六
階
）
で
。

定
員
各
回
二
百
五
十
名
。
要
電

話
申
込
。
申
込
締
切
十
二
月
十

九
日（
月
）。一
人
千
五
百
円（
小

学
生
八
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
桂
あ
さ
吉

英
語
落
語
独
演

会

南
市
岡
出
身
の
落
語
家

・
桂
あ
さ
吉
さ
ん

写
真

に

よ
る
年
末
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。
七

段
目

死
神

世
帯
念
仏

の
英
語
落
語
三
席
。
他
に
豊ほ

う

来ら
い

家や

玉
之
助

大だ
い

神か

楽ぐ
ら

、
桂
團だ

ん

治じ

郎ろ
う

動
物
園

も
。
十
二
月

二
十
二
日
（
木
）
十
八
時
半
か

ら
天
満
天
神
繁は

ん

昌じ
ょ

亭う

（
地
下
鉄

扇
町
か
南
森
町
下
車
）
で
。前

売
当
日
と
も
二
千
五
百
円（
全

席
指
定
）。問
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト

購
入
は

六
三
五
二

四
八
七

四
天
満
天
神
繁
昌
亭
へ
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

巨
匠
・

今
井
正
の
世
界

日
本
映
画

界
最
大
の
巨
匠
の
一
人
、
今
井

正
の
生
誕
百
年
を
記
念
。
人
間

ド
ラ
マ
を
丁
寧
か
つ
抒
情
豊
か

に
描
き
な
が
ら
社
会
正
義
を
訴

え
た
生
涯
作
品
四
十
八
本
か
ら

戦
後
の
代
表
作
二
十
五
本
を
。

上
映
作
品
は

青
い
山
脈

続

青
い
山
脈

写
真

ま
た
逢

う
日
ま
で

ど
っ
こ
い
生
き
て

い
る

山
び
こ
学
校

ひ
め
ゆ

り
の
塔

に
ご
り
え

こ
こ
に

泉
あ
り

真
昼
の
暗
黒

米

キ
ク
と
イ
サ
ム

に
っ
ぽ
ん

の
お
婆
ち
ゃ
ん

武
士
道
残
酷

物
語

砂
糖
菓
子
が
壊
れ
る
と

き

不
信
の
と
き

橋
の
な

い
川

橋
の
な
い
川
第
二
部

婉え
ん

と
い
う
女

あ
ゝ
声
な
き

友

海
軍
特
別
年
少
兵

小

林
多
喜
二

妖よ
う

婆ば

あ
に
い

も
う
と

子
育
て
ご
っ
こ

戦

争
と
青
春
。一
月
十
四
日（
土
）

十
三
時
五
十
分
か
ら
特
別
上
映

わ
が
映
画
人
生

今
井
正
監

督
編

と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

今

井
正
の
戦
前
と
戦
後

。
当
日

一
般
千
四
百
円
（
同
監
督
誕
生

日
の
一
月
八
日
は
千
円
均
一
）。

上
映
時
間
な
ど
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

あ

ゆ
み
展

こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
、
こ
れ
か
ら
を
探
る
。
十

二
月
十
五

二
十
五
日
（
二
十

一
日
休
）
。
十
一

十
九
時
（
最

終
日
十
七
時
迄
）
。
無
料
。
港

区
役
所
向
か
い
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

月
替
わ
り
で
季
節
感

溢
れ
る
企
画

十
二
月
は

田

中
知
佐
子
作
品
展

帽
子
や

マ
フ
ラ
ー
な
ど
ニ
ッ
ト
小
物
の

新
作
を
展
示

七
時
半

十
八

時
（
土
祝
十
一
時

）
、
水
日

休
。
海
岸
通
一

五

二
八
天

満
屋
ビ
ル
（
地
下
鉄
大
阪
港

出
口
か
ら
西
へ
歩
五
分
）

六

五
七
六

〇
八
八
〇
。
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●
私
を
可
愛
が
っ
て

二
カ
月

半
牝め

す

。
ト
イ
レ
躾し

つ

済け

。
他
に
も

い
ま
す
。

０
９
０
・
３

８
４
３
・
０

２
２
９
谷
口

●
私
を
捜
し
て

茶
ト
ラ
三

メ
ス
。
鼻
の
頭
に
黒ほ

く

子ろ

、
首
輪

な
し
、
額ひ

た

少い

し
濃
い
。
十
一
月

十
五
日
八
幡
屋
三

一
四
市
営

住
宅
か
ら
不
明
。
手
足
折
れ
て

る
か
も
。

０
９
０
・
３

８
４
３
・
０

２
２
９
谷
口

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ミ
ー
ト
・
ザ

ク
ラ
シ
ッ
ク
（
上
段
に
案
内
）

一
階
席
招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券
を
ペ

ア
２
組
に
。

●
リ
ピ
ー
ト
山
中
コ
ン
サ
ー
ト

（
７
面
に
案
内
）
一
・
二
部
通

し
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
桂
あ
さ
吉

英
語
落
語
独
演

会

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券
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